
49-1

合
日

會 岳 山 本 日 49 月 九 年 十 和 昭

【四
ｏ
目
・
Ｑ
・
０
・
∪
一“
ｏ
ｏ

ヘビ
ロ
７
ｎ
卜
Ｆ
卜
く
卜
Ｚ

Ｊ刊
卜
Ｚ
∪
日
り
日
り
〕）

島

　
　

　

田

に
感
心
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
．

×

だ
が
こ
の
努
力
が
結
局
エ
ヴ
エ
ン
ス
ト

第
二
回
遠
征
除
長
と
し
て
光
輝
あ
る
高
名

を
馳
せ
、
更
に
ヒ
マ
ラ
ャ
時
代
を
現
出
せ

じ
め
た
と
も
云
へ
る
だ
ら
う
。

「
私
は
他
人
の
才
能
を
変
揮
さ
せ
る
と
い

ふ
こ
と
に
か
け
て
は
相
営
の
腕
前
を
持
つ

て
居
る
。
こ
と
に
探
険
や
登
出
等
で
」

と
自
ら
云
つ
て
居
り
、
曾
て
他
の
人
々
も

折
紙
を
つ
け
た
程
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

性
格
に
恵
れ
た
持
軍
の
存
在
は
、
ち
よ
つ

と
羨
望
に
値
し
や
う
。

Ｘ

帰
軍
は
大
職
で
負
傷
し
た
が
、
そ
の
時

番
師
の
宣
告
に
は

「
ブ
ル
ー
ス
指
軍
は
婦
國
の
上
、
静
か
な

規
則
正
し
い
生
活
を
途
る
べ
し
」
と
あ
つ

た
。
で
指
軍
は
曰
く
、

「
今
迄
の
自
分
の
生
活
が
静
か
で
あ
つ
た

か
否
か
は
知
ら
ぬ
が
、
規
則
正
し
い
も
の

で
あ
つ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
ス
ヰ
ス
の
ナ

シ
ー
ズ
ン
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
三
回
の
訪
れ

が
充
分
そ
れ
を
證
明
し
て
居
る
。

わ
が
懐
し
い
署
局
よ
、
君
は
何
ル
楡
快
な

こ
と
を
云
つ
て
奥
れ
た
ら
う
。
若
し
君
の

こ
の
宣
告
が
な
か
つ
た
ら
僕
は
エ
ヴ
エ
レ

ス
ト
遠
征
な
ぞ
と
い
ふ
法
外
な
幸
扁
に
は

廻
り
合
は
な
か
つ
た
ら
う
ゞ
僕
は
臀
局
の

諸
君
に
お
識
を
中
上
げ
る
」

正
に
将
軍
の
面
目
躍
如
た
る
気
燿
で
あ

る

。

Ｘ

こ
の
書

］
最
後
を
飾
る
目
Ｈ〓
＞
ｒ
＞
く
‐

＞
Ｚ
ヨ
．＞
Ｚ
∪
国
”
ＨＺ
０
０

の
一
章
は
辮
軍

の
三
十
年
間
の
経
験
の
結
晶
を
批
涯
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。

指
軍
は
こ
ヽ
で
費
用
の
か
ヽ
る
大
物
＝

営
て
よ
り
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
よ
り
低

い
地

方
で
本
営
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
が
充
分
に
味

は
れ
る
こ
と
を
説
い
て
居
る
。
持
軍
が
タ

ル
・
ラ
ホ
ー
ル
漢
谷
で
試
み
た
や
う
な
形

式
の
も
の
で
あ
る
。

指
軍
は
又
ヒ
マ
ラ
ャ
遠
征
の
資
格
は
頑

健
な
胃
袋
の
所
有
者
で
あ
る
べ
き
だ
と
注

意
し
て
居
る
。

そ
の
他
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
す
も
の
に
と
デ

て
鎧
瞼
か
ら
語
ら
れ
た
色
々
の
資
格
な
り

注
意
な
り
が
並
べ
ら
れ
て
居
る
の
に
は
感

心
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
指
軍
が
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
ヘ
の
理
想
的
遠
征
除
と
し
て
パ
ウ
ウ
ア

の
パ
パ
リ
ア
除
を
畢
げ
て
居
る
の
も
面
白

Ｘ

面
白
い
と
云
つ
て
書
き
出
し
た
の
で
は

際
限
が
な
い
。
と
に
か
く
こ
の
書
あ
張
味

は
三
十
年
に
渡
る
著
者
の
大
き
な
紅
瞼
の
・

足
跡
だ
。
こ
の
太
陽
の
前
に
は
、
た
か
だ

か
数
年
の
た
ど
た
ど
し
い
山
歩
き
の
記
録

を
経
め
た
と
い
つ
た
や
う
な
本
の
慣
値
は

清
え
失
せ
て
し
ま
ふ
や
う
に
感
じ
ら
れ
る

た
だ
こ
の
本
で
残
念
な
の
は
挿
人
の
篤

員
版
が
大
抵
既
に
他
で
登
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
だ
。

出共

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
二
十
年
」
を
著
し
た
ブ
ル
ー

ス
特
軍
が
、
其
後

（
一
九

一
〇
年
以
後
）

の
ク
ル
・
ラ
ホ
ー
ル
紀
行
、
大
職
出
征
、

エ
ガ
エ
レ
ス
ト
第
二
回
遠
征
等
の
回
想
を

附
加
し
て
、
指
軍
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
生
活
三
十

徐
年
を
語
り
誰
し
た
好
著
で
あ
る
。

Ｘ

ブ
ル
ー
ス
指
軍
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
は
何
か

前
世
の
線
と
云
つ
た
や
う
な
関
係
を
想
は

せ
る
が
、
将
軍
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
熱
愛
は
単
に

運
命
的
な
偶
然
の
も
の
で
は
な
く
、
張
い

意
思
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知

つ
て
一
層
拿
敬
の
念
が
高
ま
る
の
を
覺
え

る
。
既
に
十
二
歳
の
頃
か
ら
イ
ン
ド
に
憧

れ
、
イ
ン
ド
に
赴

い
て
後
、
父
君
か
ら
本

國
の
聯
除

へ
婦
任
を
十
ゝ
め
て
来
た
の
も

顧
ギ
グ
ル
カ
を
志
願
し
た
あ
た
り

一
貫
し

た
愛
著
が
見
出
さ
れ
る
。

×

こ
の
書
の
面
白
味
は
色
々
あ
る
が
、
就

中
面
白
い
の
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
家
達
の
横

顔
が
プ
ル
ー
ス
指
軍
に
よ
つ
て
ス
ケ
ツ
チ

さ
れ
て
居
る
こ
と
だ
。

指
軍
は
周
知
の
通
リ
コ
ン
ウ
エ
イ
の
カ

ラ
コ
ラ
ム
遠
征
に
参
加
し
、
マ
ン
メ
リ
ー

コ
リ
ー
等
と
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ツ
ト
を
目

指
し
、
又
ロ
ン
グ
ス
タ
ツ
フ
、
マ
ム
等
の

ガ
ー
ル
フ
ル
探
険
を
行
ひ
、
ド
ツ
ド
と
共

に
タ
ル
・
ラ
ホ
ー
ル
を
歩
く
等
高
名
な
登

山
家
達
と
行
を
共
に
し
て
居
る
の
で
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
史
の
側
面
を
見
て
居
る
や
う

で
賞
に
興
趣
を
感
じ
る
。

又
こ
の
記
録
を
通
し
て
如
何
に
こ
れ
ら
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
し
た
人
々
に
と
つ
て
、

プ
ル
ー
ス
指
軍
が
必
要
快
く
ぺ
か
ら
ぎ
る

存
在
で
あ
つ
た
か
が
了
解
さ
れ
る
。

コ
ン

ウ
エ
イ
の
時
に
は
む
し
ろ
辮
軍
の
方
か
ら

頼
ん
で

一
行
に
加

へ
て
貰
つ
た
の
が
次
第

に
逆
に
な
つ
て
其
後
の
遠
征
除
に
は
懇
請

さ
れ
て
一
行
に
加
は
る
と
い
つ
た
調
子
に

な
つ
て
来
た
。　
い
づ
れ
に
し
ろ
指
軍
が
如

何
に
犠
牲
的
精
前
を
持
つ
て
、
こ
れ
ら
の

遠
征
除
を
援
助
し
た
か
が
了
解
さ
れ
て
、

大
き
な
檬
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
の
存
在

第
六
十
九
回
小
集
會
豫
告

時
日
　
九
月
十
九
日
（
木
）

午
後
七
時

場
所
　
赤
坂
溜
池
三
會
堂

講
演本
邦
氷
河
問
題
の
回
顧
と
現
状

岡
山
　
俊
雄
氏

右
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
か
ら
御

繰
合
せ
御
末
會
下
さ
い
。
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田

邊

主

計

著
者
は
植
物
學
者
並
に
旅
行
家
と
し
て

知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ

，の探
険
的
旅
行
．の

数
多
い
こ
と
は
ゝ

『
こ
れ
は
私
の
ア
ジ
ア

に
於
け
る
第
十
二
回
日
の
ビ
ツ
グ

・
ジ
ア

ニ
イ
で
あ
る
』
と
記
し
て
ゐ
る
の
を
見
て

も
解
か
る
。
英
国
人
名
録
に
擦
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
旅
行
は
、
西
部
支
那
及
北
東
部
西

蔵
　
一
九
〇
九
―

一
〇
年
）、
西
部
支
那
及

南
東
部
西
威

（
一
九

一
一
―

一
三
年
）
、
プ

ル
マ
北
東
邊
境

（
一
九
二
四
、

一
九
一
九

及

一
九
二
六
年
）
。
西
蔵
内
部

（
一
九
二
四

年
）、
ア
サ
ム
邊
擁

（
一
九
二
八
年
）
、佛
領

印
度
支
那
横
断

（
一
九
二
九
年
）
等
の
も

の
で
あ
つ
て
、
左
記
の
書
物
は
印
ち
そ
の

枚
獲
で
あ
る
。
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本
書
に
記
き
れ
て
ゐ
る
一
九
三
二
年
の

植
物
探
集
旅
行
は
、
三
月
は
じ
め

Ｕ
Φ●
―

ュ
品
　
に
始
ま
つ
て
、
そ
の
年
の
十
二
月

末
同
所
に
帰
還
す
る
約
十
ヶ
月
に
渉
る
も

の
で
あ
つ
た
。
印
ち
、
　
＞
∽∽”
日

よ
り

〓
″
ｒ
ヨ
”
目
〓
り

を
経
て
、
四
月
初
め
西

蔵
最
初
の
部
落

”
８̈
”
に
達
し
、

∽
ド
甲

”
Ｏ
①●
Ｏ
ｏ日
り
”
か
ら
耳
に

∽
”〓
ｏ
８

漢

谷
に
到
つ
て
引
還
し
て
ゐ
る
。
こ
の
東
南

西
蔵
旅
行
は
七
月
中
旬

＞
Ｓ

因
”
●
”
で
二

人
の
同
件
者
と
別
れ
て
か
ら
後
約
牛
歳
の

間
は
敷
人
の
人
夫
を
件
つ
た
全
く
単
獨
の

旅
行
で
ぁ
っ
て
、
そ
の
間

一
人
の
自
人
種

に
も
會
は
な
か
つ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

旅
行
の
主
な
目
的
は
植
物
の
探
集
で
あ

つ
た
が
、
地
理
の
研
究
も
亦
重
要
な
目
的

で
あ
っ
た
。
事
責
、
”
８
”
↓
Ｏ
ｏ
Ｆ

（”
一日
”
の
北
方
）
か
ら
∽
Ｌ
で
８
●
ま
で
の

間
は
今
ま
で
殆
ん
ど
未
知
の
地
域
な
の
で

あ
つ
た

。
植
物
の
方
面
で
は
、
多
ぐ
の
知

ら
れ
て
な
い
花
の
登
見
、
百
に
あ
ま
る
新

し
い
植
物
の
種
子
を
持
掃

へ
る
事
が
出
来

た
の
で
あ
つ
た
。

彼
は

”
ｏ
晋
】
目
ｏ
■
８
】言
『」

など
の【．？

■
及
び
其
他
園
藝
一家
た
ち
の
出
資
を
受
け

て
ゐ
た
の
で
、
西
蔵
の
珍
し
い
植
物
を
英

國
に
移
植
え
る
事
を
楽
し
み
に
待
つ
て
ゐ

る
こ
れ
ら
の
會
の
人
た
ち
に
、
種
々
の
種

子
を
持
つ
て
婦
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
？

た
の
で
あ
る
。

『
種
子
の
探
集
な
ん
か
何
で
も
な
い
だ
ら

う
ル
諸
君
は
思
ふ
か
も
し
れ
な
い
が
―
〓―

』
と
著
者
は
書

い
て
ゐ
る
。
虎
が
、
な
か

′
ヽ
困
難
な
も
の
で
、
探
し
て
ゐ
る
木
が

や
つ
と
見
つ
か
つ
て
も
肝
心
の
種
子
が
最

に
喰
は
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
り
、
風
雨
に

失
は
れ
て
ゐ
た
り
す
る
。
又
折
角
集
め
た

も
の
を
不
覺
に
も
鼠
に
さ
ら
わ
れ
た
り
し

た
事
も
あ
る
。

こ
の
本
は
植
物
の
智
識
の
あ
る
人
が
讀

め
ば
一
層
面
白
い
事
で
あ
ら
う
。
例

へ
ば

苦
心
惨
惜
、

一
つ
の
種

子

を
見
付
け
出

す
虎
が
あ
る
。

『
…
…
こ
れ
が
私
の
欲
し

い
と
思
つ
て
狙
つ
て
ゐ
た
三
つ
の
種
子
の

内
の
一
っ
で
あ
つ
た
。
あ
と
の二
一
つ
は

り
Ｌ
【目
“
】”
∽
Ｎｏ，
口
け●
【ｏ”
と
　
Ｑ
電
”ヽ『ｈ　
一回
一ｏι

お
Ｆ
Ｆ
ｏ
〔こ

と
で
あ
る
」
（
二
三
八
。
九
頁
）

と
言
は
れ
て
も
一
向
は
つ
き
り
し
な
い
。

し
か
し
、

一
般
の
讀
者
に
と
つ
て
も
、
族

行
記
と
し
て
、
そ
の
随
所
に
現
れ
る
風
景

や
住
民
の
様
子
が
興
味
深
く
讀
ま
れ
る
。

肝
心
の
植
物
の
事
に
開
し
て
は
全
く
論
じ

る
事
が
出
来
な
い
か
ら
、
奇
麗
な
花

（０
鶴
日
〓
０
０
Ｆ
料
”
）
の
描
篤
を
一
つ
紹

介
し
て
失
膿
し
や
う
と
思
ふ
。

『
‥
‥
こ
れ
は
几
そ
こ
の
世
に
あ
る
花

樹
の
う
ち
最
も
可
憐
な
も
の
で
あ
ら
う
。

こ
の
一
花
樹
の
種
子
を
求
め
る
た
め
に
だ

け
で
も
世
の
探
集
家
た
ち
は
遠
く
東
邦

ヘ

放
立
つ
て
悔
ゆ
る
虎
は
な
い
だ
ら
う
。

…
…

（
八
十
奥
に
垂
々
と
す
る
櫻
の
大
樹

に
）
濃
紅
色
の
曹
は
房
々
と
、
優
雅
に
、

枝
垂
れ
て
ゐ
る
有
様
は
ち
よ
う
ど
ロ
ケ
ツ

ト
か
ら
壼
射
さ
れ
た
紅
色
の
星
の
飛
び
散

ら
ば
つ
て
樹
全
般
を
深
紅
の
雲
に
包
ん
で

し
ま
つ
た
や
う
だ
。
殊
に
夕
陽
が
枝
々
を

透
し
て
さ
す
時
、
こ
の
紅
い
花
は
自
熱
の

光
に
輝
い
て
一
層
素
晴
し
い
。』
（
四
六
・

七
頁
）
長
期
の
旅
行
を
行
ふ
事
の
な
い
も
の
に

と
つ
て
は
、
斯
様
な
長
い
月
日
と
長
い
道

程
の
旅
行
は
、
そ
の
事
だ
け
に
も
魅
力
を

一

感
じ
る
。『
夏
は
早
や
こ
の
漢
谷
に
過
ぎ
去

つ
て
ゐ
た
』（
ニ
二
四
頁

、
『
そ
の
日
は
典

型
的
な
秋
の
日
だ
つ
た
。
四
方
の
山
々
は

霧
―■
鎖
さ
れ
、
細
雨
は
ビ
シ
ヨ
′
ヽ
と
降

一
り
績
い
て
ゐ
た
』
二
四
六
頁
）『
ア
サ
ム
の

一
森
林
地
に
近
づ
い
Ｃ
、
私
を
最
も
喜
こ
ぼ

一
せ
た
も
の
は
樹
々
に
落
ち
る
軟
い
雨
の
音

一
で
あ
つ
た
。
こ
の
や
う
な
音
を
私
は
随
分

一
久
し
く
聞
か
な
か
つ
た
』
二
四
四
頁
）
『
こ

一

　

‘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―

一
の
唆
い
心
地
よ
く
温
つ
た
ア
サ
ム
の
森
林

．
地
を
過
ぎ
て
、
西
蔵
人
夫
た
ち
も
、
今
ま

で
の
寒
冷
な
気
候
に
具
へ
て
ゐ
た
幾
枚
か

の
衣
服
を
腕
ぎ
取
つ
た
」（
二
九
二
頁
）

こ
れ
ら
の
短
か
い
言
葉
の
内
に
人
々
は

時
の

「
う
つ
ろ
い
」
を
感
じ
る
。
事
責
、

彼
は
再
び
英
國
の
地
を
踏
む
に
宙
つ
て
更

に
一
歳
の
年
齢
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。

旅
の
最
後
の
日

（
十
二
月
十
八
日
）

∪
ｏ日
Ｆ
”
　
に
入
る
９
朝
か
ら
の
二
十

一

哩
を
歩
い
て
ゐ
る
の
で
相
営
疲
れ
て
は
ゐ

た
が
そ
こ
か
ら
は
自
動
車
の
便
が
あ
る
の

で
、∽
巴
ぞ
”

へ
向
ふ
。
満
月
に
恵
ま
れ
て

夜
の
十
時
に
・到
着
、
ま
づ
風
呂
に
入
る
と

い
ふ
虎
で
こ
の
旅
行
記
は
絡
つ
て
ゐ
る
。

こ
の
日
彼
は
七
十
哩
の
行
程
を
一
日
た
が

ん
ば
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
彼
の
様
な

「
常

習
」
旅
行
者
で
も
心
の
せ
く
思
ひ
名
し
た

の
で
あ
つ
た
ら
う
。

こ
の
本
に
は
二
十
枚
ば
か
り
の
篤
員
が

入

つ

て

ゐ

て
、

そ

の

う

ち

敷

枚

は

な

か

な

か

美

し

い
．

た

ゞ
、

植

物

の
篤

員

が

二

頁

に

過

ぎ

な

い

こ

と

は

物

足

り

な

く

思

は

れ

る
。

三
段
峡

の
危
期

吉

澤
　
一
郎

愛
に
三
段
鋏
と
い
ふ
の
は
廣
島
縣
山
縣

郡
戸
河
内
町
と
同
郡
八
幡
村
に
亘
る
大
田

川
上
流
婉
艇
四
里
の
浸
蝕
映
の
事
で
あ
つ

て
開
東
人
に
は
餘
■
知
ら
れ
て
居
な
い
が

開
西
以
西
に
あ
つ
て
は
相
常
有
名
な
名
映

の
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
る
。
ま
づ
笛
吹
川
の

上
流
東
澤
西
澤
を
合
せ
之
を
一
ま
わ
り
大

き
く
し
た
も
の
と
思
へ
ぱ
大

し
た
間
違
ひ

は
な
い
と
思
ふ
。
去
る
大
正
六
年
秋
其
の

鏡
地
か
幾
多
の
奇
景
怪
勝
を
抱
擁
せ
る
憂

化
窮
り
な
き
一
大
映
谷
で
あ
る
事
が
愛
見

せ
ら
れ
る
迄
は
土
地
の
者
に
よ
つ
て
「
柴

木
奥
」
と
稀
ば
れ
到
底
常
人
の
入
る
事
の

出
来
ぬ
秘
密
境
と
し
て
一
般
か
ら
は
過
せ

ら
れ
て
居
つ
た
。
然
る
に
三
段
族
の
主

こ

ま
で
呼
ば
れ
大
恩
人
と
し
て
敬
慕
せ
ら
れ

て
ゐ
る
熊
南
峰
氏
の
私
財
を
傾
け
て
の
献

身
的
開
発
に
よ
つ
て
其
の
天
下
の
名
峡
た

る
事
が
一
般
に
認
め
ら
れ
大
二
十
四
年
十

月
二
重
縣

「
赤
目
の
瀧
」
と
共
に
名
勝
に

指
定
せ
ら
れ
爾
来
右
保
存
法
の
庇
護
を
享

け
つ
ヽ
互
く
人
口
に
脂
久
せ
ち
る
、
様
に

な
つ
て
来
た
。
此
の
決
谷
の
特
色
を
ま
づ

左
に
列
記
し
て
見
や
う
。

一
、
岩
容
の
怪
奇
雄
大

二
、
樹
木
鬱
蒼
雅
致
に
富
む
事

二
、
水
態
の
憂
化
著
し
く
，特
に
著
名
な
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八
、
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月
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岳
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脱
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琥
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松
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郎夫穂爾 子治夫
一一武閤大金三
郎郎治治郎吾雄

春
秋
・夏
各
の
山
・山
・山
を
あ

ら
ゆ
る
角
度
よ
り
描
破
展
開

す
。
執
筆
者
は
営
代

一
流
の

権
威
揃
ひ
。
貴
重
な
る
書
下

し
原
稿
の
魅
力
に
見
よ
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監
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木
暮
理
太
郎
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一
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内
容
見
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進
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角
田
　
吉
夫

▲
昭
和
十
年
十
一
月
よ
り
十
一
年
六
月
ま
で
毎

月
一
回
刊
行
・
全
図
書
店
に
て
取
扱

▲
‐菊制
三
五
０
買
・ア
‥
卜
刷
篇
員
十
数
頁
挿
入

毎
巻
二
回
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込
金
不
要
・
詳
細
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内
容
見
本

黒 吉岡辻岡辻
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夫 吉修郎雄郎

ロセ0六四京東替振 幕 ニ ギい ・キト 田市中京東
四二六二 o八一五一田融電 ′‖」 Lニ ニ メ

・
対 三 蔓 河 駿

::I==


	49号_Part1
	49号_Part2
	49号_Part4



